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心おどる盆踊り、忘れられない夏休み！
　8/8「第３回びほろ夏まつり」から

　巨大やぐらを囲んでの盆踊り、長い行列を

作った「美級グルメ屋台村」、間近で打ち上げ

られる大迫力の花火大会。今年も美幌の夏が盛

り上がりました。



（２）

び ほ ろ 町 ぎ か い平成27年９月１日発行 No.217

【23日】　 

　会期を４日間と決定し、町長からの行政報告を受けた後、議員４名（戸澤・中嶋・新鞍・早瀨）が一般質問

に登壇。美幌駐屯地の存置及び充実強化の考え方、女満別空港線バス交通の取り組み、室内多目的運動場の

設置の予定、てん菜作付奨励などについて活発な議論が展開されました。

【24日】 　

　前日に引き続き、議員４名（坂田・大江・上杉・吉住）が一般質問に登壇。子どもの貧困対策、国民健康保

険税の税率改正予定、ふるさと人財バンクの設立、選挙投票率向上対策などについて活発な議論が展開され

ました。

【25日】 　

　前日に引き続き、議員３名（髙橋・稲垣・岡本）が一般質問に登壇。企業育成誘致対策、中心市街地活性化

対策、パークゴルフ場整備の考え方などについて活発な議論が展開されました。次いで、議案審議に入り、

任期満了を迎える副町長と退任に伴う固定資産評価審査委員会委員の選任に同意し、工事請負契約の締結、

過疎地域自立促進計画の一部変更、辺地に係る公共的施設の総合計画の策定、条例改正４件・制定１件、補

正予算（一般会計・病院事業会計）の計10件を審議し、いずれも原案どおり可決しました。続いて、５件の意

見書案の審議、みどりの村振興公社の経営状況、専決処分など４件の報告、議員派遣の決定、両常任委員会

からの「閉会中の継続調査」の申し出を承認し、全日程を終了したことから、会期を１日間短縮して閉会しま

した。

◆ご寄附

　３月26日：美幌自動車学校　代表理事会長　石澤信勝様から、高齢者の交通事故防止対策のために役立

ててほしいと200万円のご寄付をいただきました。

　ご厚志をありがたくお受けし、ご趣旨に沿って活用していきます。

◆職員の人事異動

　４月１日付で、社会福祉事業の充実及び総合戦略策定、保健・医療・福祉・介護の連携強化、組織体制の

見直し、退職者の補充等のため、職員配置並びに新規採用職員の採用発令を行った結果、合計32名の異動と

なりました。また、５月１日、６月１日付で、３名の医師の採用を行いました。

◆国保病院の医師確保

 下記のとおり、医師の採用が決定しました。本年６月以降は常勤医師10名の体制となりますが、産婦人科・

眼科医師の常勤化を含め、地域医療を守る観点から、今後も引き続き医師確保に取り組んでいきます。

【新規採用】

　４月１日：西村光太郎医師(常勤医　内科)　

　４月１日：西野達生医師(常勤医　外科)

　５月１日：酒井英二医師(常勤医　総合診療科)　

　６月１日：野崎哲夫医師(常勤医　泌尿器科・腎臓内科)　

　６月１日：又吉彰政医師（常勤医　整形外科）

６月定例会のあらまし

町長の行政報告（要旨）

月定例会
条例改正・補正予算などを審議 〜会期を１日間短縮して閉会〜
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一般会計補正予算（第１号）の主な内容は次のとおりです。

○まち･ひと･しごと創生推進委員会の設置にともなう委員報酬　　　　  ３１万４千円

○臨時福祉給付金給付事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　３,１２４万２千円

○子育て世帯臨時特例給付金給付事業費　　　　　　　　　　　　　９８５万１千円

○起業家支援事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４００万円

○スクールバス購入事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　２,０６２万９千円

○町民会館改築実施設計委託料　　　　　　　　　　　　　　　　５,０２２万３千円

病院事業会計補正予算（第１号）の主な内

容は次のとおりです。

○整形外科医師の採用に伴う給与費等の増額

　　補正

３,２４８万１千円

※なお、６月定例会の録画映像は美幌町ホームページの議会ページでご覧いただけます。

《町議会トップページ→議会中継録画→平成27年第２回（６月）定例会》

病院事業会計

一  般  会  計

一般会計・病院事業会計の補正予算を審議

補　正　予　算

会  計  名 補  正  額 補正後の総額

一 般 会 計

病院事業会計

（第１号）

（第１号）

１億2,642万円

3,248万円

97億8,495万円

19億6,587万円

※（　　）内は、補正回数。
※金額は、万円未満を切り捨てて表示しています。

平成27年度補正予算（一般会計・病院事業会計）は
全て原案どおり可決しました。
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計 画 の 変 更

■過疎地域自立促進市町村計画の一部変更

　平成27年度の事業計画（道営畑地帯総合整備事業、町道整備事業等）に一部変

更が生じたことから、過疎地域自立促進特別措置法に基づき、計画の一部を変更し

ました。

計 画 の 策 定

■辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定

　辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律に基

づき、日並辺地に係る公共的施設の総合整備計画を策定しました。

契 約 の 締 結

■美幌下水終末処理場水処理設備更新工事（電気）

　入札結果に基づき、１億４,４７２万円の工事

請負契約の締結を議決しました。
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条例の新規制定・
　一部改正を行いました

人　事

■美幌町附属機関に関する条例の一部を改正する条例

　美幌町まち･ひと･しごと創生総合戦略を策定するにあたり、同推進委員会を設置できるように改め
ました。

■美幌町へき地保育所条例の一部を改正する条例

　子ども･子育て支援法における特例地域型保育給付を受けるため、保育料の軽減について改めまし
た。

■美幌町移住体験住宅条例

　美幌町への移住を希望する方が、美幌町の生活を体験できる施設の設置等必要な事項について定
めました。

　健全財政運営の確保や行政改革推進を図るため、任期中の特別職の給与を減額するものです。

■美幌町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例
■美幌町教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例
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　５つの条例について新規制定・一部改正を
行いました。ここでは、条例の概要について
お知らせします。

　副町長、固定資産評価審査委員会委員の選任に同意しました。
　また、休憩中には、退任される染谷副町長、新たに選任された平井副町長より
挨拶がありましたので、ご紹介いたします。

　皆様に一言お礼を述べさせて頂き
ます。
　今月をもって、いよいよ任期満了と
なり、本職を退任することとなりました。

振り返りますと、昭和42年４月町職員となりまして48年
と３ヶ月の永きに亘り、勤めさせていただきました。特に
後半は、大庭町長の下で４年、そして土谷町長の下で８年、
助役・副町長として３期12年に亘り、この仕事をさせて
いただきました。
　今、この場に立って思う事は、自分の持てる力を出し尽
くしたとの思いであります。しかし、一方で町の為に何を
成したのか。本当に町長や議員の皆さん、町民の皆さんの
お役に立つ事ができたのだろうか。そんな心配も心を過
ぎるところでございます。至らない点、多々あった私が、
今日までやって来られたのは、一重に皆様のお陰であり
まして、本当に心から厚くお礼申し上げます。
　今、時代は、地方創生の取り組みに代表されるように、新
たなまちづくりの時代に入りました。一昨日より議員の
今任期、初の定例議会が始まり、明日の美幌のために熱い
議論を交わされたところであります。それをお聞きしな
がら、大変頼もしく、限りないふるさと美幌の発展を強く
確信いたした次第であります。
　何と言っても美幌の発展は、この議場から始まります。
どうか議員の皆様におかれましては、これからも行政と
常に切磋琢磨し、そして深い信頼の元に、美幌の発展に御
尽力頂くよう、心よりお祈りいたしております。
　最後に、町長はじめ職員の皆様、議員の皆様はじめ町民
の皆様に重ねて心より感謝を申し上げ、そして、私の後任
となった平井新副町長に対し、私以上の御支援をお願い
し、お礼の言葉に代えさせて頂きます。
　長い間、本当にありがとうございました。

　ただいま、副町長の選任について
同意の決定をいただきまして、誠に
ありがとうございます。
　ご承知のとおり、日本は今、少子

高齢化による人口減少時代に入り、特に地方の存続が危
ぶまれており、地方創生の名のもと取り組みが始まろう
としております。
　土谷町政３期目は、まさに美幌町の将来を大きく左右
する極めて重要な正念場に直面していると認識している
ところでございます。
　こういった時期に、非常に責任の重い職を仰せつかり、
私自身、言葉では言い表せないほどの緊迫感と責任感で、
身の引き締まる思いでおります。
　染谷現副町長は、３期12年、この職を全うされてきた
大ベテランであります。それに比べ私自身、まだまだこ
の職を受けるには未熟であり、職責を全うできるか非常
に不安な思いでありますが、議会の皆様にご支援いただ
いた今日この思いを忘れずに、日々努力していく覚悟で
おりますとともに、土谷町長を先頭に美幌町発展のため
に全力を尽くす所存であります。
　どうか、議会議員の皆様、そして町民の皆様におかれ
ましては、今後もこれまで以上の厳しいご指導、そして
厚いご支援、力強いご協力をお願い申し上げ、お礼とお
願いの御挨拶とさせていただきます。
　どうかよろしくお願いいたします。

染谷副町長　退任挨拶（要旨）

平井副町長　就任挨拶（要旨）

■固定資産評価審査委員会委員
　池　功司氏（再任） 西２条南１丁目10番地の26

■副 町 長
　平井　雄二氏（新任） 三橋南17番地の20



び ほ ろ 町 ぎ か い平成27年９月１日発行 No.217

には11人が登壇

質 問 者 と 質 問 項 目

　教育予算の確保・拡充、就学保障の充実を図るよう強く要望する。
　　　　　　　　
　　義務教育費国庫負担制度の堅持と負担率を1/2に復元すること。
　　「30人以下学級」の早期実現に向けて、小学校１年生から中学
　校３年生の学級編成標準を順次改定すること。当面、「新たな教職
　員定数改善計画」を早期に実施すること。　
　　子どもたちや学校、地域の特性にあった教育環境を整備し、充
　実した教育活動を推進するために、教頭・養護教諭・事務職員の
　全校配置を実現すること。
　 　給食費、修学旅行費、教材費など保護者負担の解消、就学保障
　の充実、図書費など国の責任において教育予算の十分な確保、拡
　充を行うこと。
　　就学援助制度の充実に向け、国の責任において十分な予算の確
　保、拡充を行うこと。

　核兵器の非人道性を告発し、廃絶を求める共同声明や国際会議が、

圧倒的多数の国々の支持と共感を集め、広がり続けている。

　しかし、一部の核保有国は、「核抑止力」論に固執し、段階的な前

進を主張して、核兵器禁止を正面から議論することに反対し続けて

いる。　　　　　　

　このため、日本政府は次回核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議を核

兵器全面禁止・廃絶の契機とするため、核兵器禁止条約の交渉開始

について合意形成を目指すとともに、アジアにおいて核兵器全面禁

止の新たな対話と協力関係を築くため、イニシアチブを発揮すること

を強く要望する。

　「国際平和支援法案」と「平和安全法制整備法案」の審議が始ま

っている。　　　　　

　国際平和と安全の上に成り立つ日本の平和と繁栄のため、海外で

の武力行使を禁じた憲法９条の根幹とこれまで日本国民が守ってき

た平和を脅かすことがあってはならず、改めて平和の尊さを受け継

ぐ必要が高まっている。　

　憲法の平和主義、専守防衛の原則を堅持し、国民の生命と財産、

主権及び日本の領土、領海を確実に守る観点から、安全保障政策を

構築し責務を果たしていくことを求めるとともに、安全保障関連法案

に関する国民の疑問や不安を真摯に受け止め、国会での審議を慎重

かつ丁寧に進められるよう要請する。

義務教育費国庫負担制度堅持・
負担率1/2への復元、「30人以下学級」の

実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など
平成28年度国家予算編成における
教育予算確保・拡充を求める意見書

日本政府に核兵器全面禁止のための
決断と行動を求める意見書

安全保障関連法案の
慎重審議を求める意見書

　地域最低賃金は、「働く貧困層＝ワーキングプア」の解消のための

セイフティーネットの一つとして最も重要なものである。よって、次

の措置を講ずるよう強く要望する。

　　デフレ脱却と経済の好循環の実現に向けて、できるだけ早期に

　最低賃金が1,000円に到達するよう、大幅に引き上げること。

　　最低賃金引き上げと同時に、中小零細企業に対する支援の充実

　と、安定した経営を可能とする実効ある対策を行うよう国に対し

　要請すること。

平成27年度北海道最低賃金改正等に
関する意見書

　新たな「高校配置計画」「高校教育制度」を創り出していくために、

次の事項の実現を強く要望する。

　　北海道教育委員会が平成18年に策定した「新たな高校教育に関

　する指針」は、広大な北海道の実情にそぐわず、地域の教育や文

　化だけでなく、経済や産業など地域の衰退につながることから、抜

　本的な見直しを行うこと。　

　　「公立高等学校配置計画」については、子ども・保護者・地元住

　民など、道民の切実な意見に真摯に耳を傾け、一方的な策定は行

　わないこと。

　　教育の機会均等と子どもの学習権を保障するため、「遠距離通

　学費等補助制度」の５年間の年限を撤廃するとともに、もともと高

　校が存在しない町村から高校に通学する子どもたちも制度の対象

　とすること。

　 障害のあるなしに関わらず、希望するすべての子どもが地元の高

　校に通うことのできる後期中等教育を保障するための検討をすす

　めること。

「新たな高校教育に関する指針」の見直しと
地域や子どもの実態に応じた高校づくりの

実現を求める意見書

（５）

５件の意見書を関係機関へ提出
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**************************************

　■戸澤　義典議員･････････････････････････････････････････６頁
　　①美幌駐屯地の存置及び充実強化
　　②災害発生時の情報共有
　　③町内各施設等の整備計画
　■中嶋すみ江議員･････････････････････････････････････････７頁
　　①女満別空港線バス停留所の位置変更
　　②窓口環境整備
　　③子育て支援対策
　　④図書館書籍消毒機の導入
　■新鞍　峯雄議員･････････････････････････････････････････８頁
　　①スポーツ振興策
　　②美幌町130周年記念事業
　　③街路樹の管理
　■早瀨　仁志議員･････････････････････････････････････････９頁
　　①てん菜育苗センターの町の支援
　　②てん菜西部萎黄病対策
　　③豆調整工場移転に対する町の考え方
　　④国営網走川中央地区土地改良事業の進捗状況
　■坂田美栄子議員･････････････････････････････････････････10頁
　　①子育て支援、子どもの貧困対策
　　②児童虐待防止対策
　■大江　道男議員･････････････････････････････････････････11頁
　　①国保問題
　　②ＴＰＰ協定阻止の取り組み
　■上杉　晃央議員･････････････････････････････････････････12頁
　　①ゲートボール場施設整備基金の考え方
　　②ふるさと人財バンクの設立
　　③健康増進対策
　■吉住　博幸議員･････････････････････････････････････････13頁
　　①選挙投票率向上対策
　■髙橋　秀明議員･････････････････････････････････････････14頁
　　①企業育成・支援体制強化
　■稲垣　淳一議員･････････････････････････････････････････15頁
　　①中心市街地活性化構想及び計画
　　②美幌高校への支援
　■岡本美代子議員･････････････････････････････････････････16頁
　　①パークゴルフ場の整備・維持管理
　　②マタニティハラスメント対策　



（６）

　
　
①
美
幌
駐
屯
地
の
存
置
・

充
実
強
化
の
観
点
か
ら
陳
情
活

動
を
行
っ
て
い
る
が
、
過
去
の

陳
情
内
容
と
そ
の
成
果
は
。

②
現
在
の
陳
情
内
容
と
陳
情
時

期
は
ど
う
か
。

③
今
後
の
陳
情
内
容
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
①
隊
員
の
削
減
阻
止
と
新

た
な
部
隊
の
誘
致
の
た
め
、
防

衛
関
係
各
方
面
に
対
し
陳
情
し

て
き
て
お
り
、
平
成
16
年
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
定

数
削
減
の
際
の
美
幌
駐
屯
地
の

人
員
削
減
阻
止
や
﹁
新
た
な
防

衛
計
画
の
大
綱
﹂
に
よ
り
陸
上

自
衛
隊
の
定
数
が
維
持
さ
れ
た

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の

成
果
が
表
れ
た
も
の
と
受
け
止

め
て
い
る
。

②
現
在
の
陳
情
状
況
は
、
平
成

27
年
２
月
９
日
か
ら
10
日
に
、

第
５
旅
団
、
第
１
特�

科
団
及
び

北
部
方
面
総
監
部
へ
、
２
月
16

日
か
ら
18
日
に
、
陸
上
幕
僚
監

部
、
防
衛
省
、
国
会
議
員
に
対

し
、
新
編
部
隊
及
び
特
科
隊
の

配
置
、
教
育
訓
練
施
設
の
整
備

等
に
つ
い
て
具
体
的
か
つ
提
案

型
の
陳
情
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。

③
新
た
な
防
衛
大
綱
で
示
さ
れ

た
第
５
旅
団
の
機
動
旅
団
へ
の

改
編
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
陸
上
自
衛
隊
美
幌
駐
屯
地

へ
の
影
響
を
危
惧
し
て
お
り
、

安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

協
力
諸
団
体
と
連
携
を
図
り
、

更
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。

　
　
①
災
害
発
生
時
に
、
整
斉

か
つ
迅
速
に
対
策
本
部
を
設
置

す
る
た
め
に
は
、
職
員
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
重
要
と
考
え
る
が
、

現
状
は
ど
う
か
。

②
災
害
発
生
時
の
被
害
状
況
の

把
握
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
、

誰
で
も
情
報
共
有
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
①
職
員
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て
は
、
現
在
整
備
さ
れ

て
い
な
い
が
、
災
害
時
に
即
座

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
職
員
初

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
職
員
初
動

カ
ー
ド
を
作
成
中
で
あ
り
、
防

災
対
応
に
必
要
と
な
る
方
策
に

つ
い
て
充
実
し
て
い
き
た
い
。

②
災
害
情
報
等
の
報
告
、
収
集

及
び
伝
達
計
画
は
地
域
防
災
計

画
で
定
め
て
お
り
、
被
害
状
況

の
調
査
に
つ
い
て
は
、
職
員
を

派
遣
し
、
現
地
の
実
態
を
町
長

に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
に
お
い

て
情
報
が
一
括
集
約
さ
れ
、
情

報
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
　
災
害
発
生
時
に
災
害
地
の

土
地
勘
が
な
い
人
で
も
地
名
や

住
所
を
使
わ
ず
に
、
正
確
な
場

所
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

Ｕ
Ｔ
Ｍ
︵
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
横
メ

ル
カ
ト
ル
の
略
で
球
面
で
あ
る

地
球
を
平
面
図
に
表
し
た
も
の
︶

グ
リ
ッ
ド
︵
座
標
︶
地
図
の
導

入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
、
大
規
模
災
害
発
生

時
に
は
、
広
域
か
ら
の
力
も
必

要
に
な
る
場
面
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
研
究
課
題

と
し
て
い
き
た
い
。

　
　
①
町
内
各
施
設
の
長
期
的

な
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

②
み
ど
り
の
村
の
将
来
像
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
①
中
長
期
的
な
整
備
計
画

と
し
て
最
上
位
計
画
で
あ
る
﹁
総

合
計
画
﹂
が
あ
り
、
現
在
平
成

28
年
度
か
ら
11
年
間
の
﹁
第
６

期
美
幌
町
総
合
計
画
﹂
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
　
　

　
さ
ら
に
、
財
政
負
担
を
軽
減
・

平
準
化
し
、
公
共
施
設
の
最
適

な
配
置
を
実
現
す
る
た
め
、
平

成
27
年
か
ら
２
カ
年
で
﹁
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
﹂
を
策

定
し
、
適
正
な
管
理
運
営
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
み
ど
り
の
村
に
は
、
様
々
な

施
設
を
は
じ
め
、
豊
か
な
自
然
・

資
源
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

を
活
か
し
た
取
組
・
イ
ベ
ン
ト

に
よ
り
Ｐ
Ｒ
の
一
定
の
効
果
は

現
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
引
き

続
き
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
み
ど
り
の
村
の
将
来

像
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
長
い

年
月
か
け
て
創
り
出
さ
れ
た
様

々
な
資
源
を
有
効
活
用
す
る
事

で
将
来
に
わ
た
り
町
民
に
と
っ

て
必
要
な
施
設
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
、
今
後
を
予
定
し
て

い
る
﹁
み
ど
り
の
村
あ
り
方
検

討
委
員
会
﹂
の
中
で
、
事
業
方

法
、
運
営
方
法
、
施
設
利
用
方

法
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
整
理
し
て

い
き
た
い
。

びほろ町ぎかい平成27年９月１日発行 No.217

美
幌
駐
屯
部
隊
充
実
整
備
期
成
会
の
陳
情
の
考
え
方
は

美
幌
駐
屯
地
の
存
置

　
　
及
び
充
実
強
化

災
害
発
生
時
の
情
報
共
有

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
考
え
は

町
内
施
設
の
整
備
計
画

各
施
設
整
備
の
考
え
方
は

戸
澤

　
義
典

安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
駐
屯
部
隊
の
充
実
整
備
に
向
け
、

効
果
的
で
具
体
的
な
提
案
型
の
陳
情
を
展
開
し
て
い
き
た
い

グリーンビレッジ美幌



（７）

　
　
﹁
女
満
別
空
港
線
﹂
バ
ス

停
留
所
が
郊
外
に
あ
る
た
め
利

便
性
に
欠
け
る
と
の
声
が
あ
る

が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

　
　
女
満
別
空
港
と
本
町
に
接

続
さ
れ
て
い
る
バ
ス
路
線
の
停

留
所
は
郊
外
に
あ
る
一
箇
所
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
町
民
が
不

便
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
い
る
。
﹁
女
満
別

空
港
線
﹂
バ
ス
停
留
所
を
、
新

た
に
市
街
地
へ
設
置
す
る
こ
と

は
、
経
路
変
更
や
関
係
自
治
体

と
の
調
整
が
あ
る
た
め
、
実
現

に
む
け
て
は
困
難
と
考
え
て
い

る
が
、
引
き
続
き
要
望
を
あ
げ

て
い
き
、
利
用
者
の
利
便
性
が

よ
り
高
ま
る
よ
う
、
努
め
て
い

き
た
い
。

　
　
本
庁
舎
を
含
め
役
場
の
各

施
設
の
窓
口
に
お
い
て
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
現
在
の
窓
口
と
な
る
カ
ウ

ン
タ
ー
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
対
策
と
し
て
、
金
融
機
関
で

設
置
し
て
い
る
相
談
ブ
ー
ス
を

設
置
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る

が
、
現
庁
舎
で
は
ス
ペ
ー
ス
が

限
ら
れ
て
お
り
、
構
造
的
に
も

改
修
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
対
応
と

し
て
は
、
相
談
内
容
に
よ
り
、

別
室
の
確
保
や
声
の
大
き
さ
の

調
整
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す

る
事
項
の
伝
達
方
法
の
工
夫
な

ど
、
細
心
の
注
意
を
払
い
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　
　
耳
が
遠
い
高
齢
者
の
方
も

多
く
来
庁
す
る
の
で
、
相
手
の

声
が
大
き
く
は
っ
き
り
聞
こ
え

る
よ
う
に
な
る
音
声
拡
張
器
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、

音
声
拡
張
器
の
導
入
も
含
め
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
①
児
童
セ
ン
タ
ー
の
閉
館

時
間
の
延
長
を
望
む
声
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

②
子
育
て
の
不
安
な
気
持
ち
や

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
を
支
え
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う

に
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い

支
援
制
度
と
な
る
﹁
び
ほ
ろ
版

ネ
ウ
ボ
ラ
﹂
に
取
り
組
む
考
え

は
。

　
　
①
児
童
セ
ン
タ
ー
の
開
館

時
間
は
、
平
日
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
、
土
曜
日
は
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
美
幌
町
児
童

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
意
見

や
利
用
者
及
び
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
、
各
小
中
学
校
で
決
め
ら
れ

て
い
る
帰
宅
時
間
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
少

し
で
も
遊
び
に
来
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

②
本
町
で
は
、
各
保
健
師
が
担

当
地
区
を
持
つ
地
域
密
着
型
の

体
制
に
よ
り
、
母
子
保
健
活
動

が
行
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
必
要
な
支
援
を
明

確
に
す
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
既
に
﹁
び
ほ
ろ
版
ネ

ウ
ボ
ラ
﹂
の
要
素
は
有
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、

母
子
の
健
康
を
確
保
し
、
﹁
子

育
て
が
楽
し
い
町
づ
く
り
﹂
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　
図
書
館
の
書
籍
の
衛
生
を

保
つ
た
め
、
紫
外
線
を
使
い
書

籍
の
消
毒
や
殺
菌
を
行
う
ブ
ッ

ク
シ
ャ
ワ
ー
︵
書
籍
消
毒
機
︶

を
導
入
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
本
町
の
図
書
館
で
は
、
書

籍
の
表
紙
に
ブ
ッ
カ
ー
と
呼
ば

れ
る
ビ
ニ
ー
ル
で
保
護
し
、
ひ

ど
い
汚
れ
が
あ
る
場
合
は
ア
ル

カ
リ
イ
オ
ン
洗
浄
液
で
本
の
汚

れ
を
拭
き
取
っ
て
お
り
、
清
潔

な
本
を
提
供
す
る
よ
う
心
が
け

て
い
る
。
ブ
ッ
ク
シ
ャ
ワ
ー
の

導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
は
い
な
い
が
、

導
入
経
費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
、
導
入
効
果
な
ど
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

びほろ町ぎかい平成27年９月１日発行

バ
ス
交
通

﹁
女
満
別
空
港
線
﹂
バ
ス
停
留
所
の
設
置
場
所
変
更
の
考
え
は

窓  

口  

環  

境  

整  

備

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
は

子   

育   

て   

支   

援

児
童
セ
ン
タ
ー
の
時
間
延
長

図
書
館
書
籍
消
毒
機

導
入
の
考
え
は

停
留
所
の
市
街
地
へ
の
設
置
は
経
路
変
更
と
な
る
た
め
、
困
難
で

あ
る
が
、
利
便
性
が
よ
り
高
ま
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

におい ウイルス

ノロ

インフル
エンザ

たばこ
ペット

ほこり
ごみ

本を選んで借りたら 書籍消毒機に入れて、
スイッチオン！
30 秒〜１分

・紫外線による殺菌
・送風によるほこり取り
・アロマによる消臭

図書館の本を
清潔に安全に、快適に！

書籍消毒機のイメージ

ネウボラとは�……

　フィンランド語で「アドバ

イスする場所」という意味。

　妊娠、出産から就学前まで

の育児を切れ目なく継続的に

支援するのが特長。



（８）

　
　
①
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
的
な
生
活
を
営
む
た
め

に
は
、
運
動
を
継
続
的
に
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
特
に

積
雪
期
間
が
長
い
地
域
に
あ
っ

て
は
、
冬
期
間
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
場
を
確
保
し
、
健
康
・
体

力
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る
室

内
多
目
的
運
動
場
の
設
置
が
必

要
と
考
え
る
が
、
必
要
性
の
認

識
と
建
設
の
考
え
は
ど
う
か
。

②
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
室
内
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
施
設
の
整
備
に

お
け
る
﹁
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
及

び
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
施
設

整
備
基
金
﹂
の
充
当
割
合
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
①
本
町
で
は
、
﹁
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
性
化
促
進
事
業
﹂
の
ス
ポ

ー
ツ
政
策
検
討
委
員
会
の
中
で
、

年
間
を
通
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
推
進
を
図
る
た
め
、
冬
期
間

に
利
用
で
き
る
多
目
的
な
施
設

が
必
要
で
あ
り
、
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
整
理
さ
れ
て
お
り
、

第
６
期
美
幌
町
総
合
計
画
策
定

に
お
け
る
﹁
び
ほ
ろ
み
ら
い
ま

ち
づ
く
り
会
議
﹂
で
の
議
論
に

お
い
て
も
、
各
委
員
か
ら
室
内

多
目
的
運
動
場
の
必
要
性
の
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
策
定
す
る
第
６
期
美
幌

町
総
合
計
画
や
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
な
ど
の
中
で
、
検

討
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

①
﹁
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
及
び
室

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
施
設
整
備

基
金
﹂
に
つ
い
て
は
、
両
施
設

の
整
備
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
特
段
の
定
め
は
な
い
が
、

基
金
を
有
効
活
用
し
つ
つ
、
他

の
財
源
確
保
に
も
最
大
限
の
努

力
を
重
ね
な
が
ら
、
両
施
設
の

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
本
町
は
、
平
成
29
年
に
﹁
美

幌
町
１
３
０
年
﹂
の
節
目
の
年

を
迎
え
る
が
、
記
念
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
本
町
を
幅
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹁
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
ど
自
慢
放
送
﹂
の
招
致
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
６
月
の
定

例
議
会
の
一
般
質
問
の
中
で
﹁

び
ほ
ー
る
﹂
で
の
﹁
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
放
送
﹂
の
開
催
は
収
容

人
数
の
制
約
の
関
係
で
開
催
は

困
難
と
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、

町
内
で
最
も
入
場
者
を
収
容
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
美
幌
町
１

３
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
現
段
階
に
お
い
て
は
、
美

幌
町
１
３
０
年
記
念
へ
の
詳
細

な
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
定
と

な
っ
て
お
り
、
﹁
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
放
送
﹂
開
催
招
致
へ
の
打

診
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
事
業

検
討
の
中
で
扱
っ
て
い
き
た
い

が
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の

開
催
を
検
討
し
た
場
合
、
入
場

者
の
椅
子
席
の
確
保
や
ス
テ
ー

ジ
周
り
や
照
明
設
備
の
た
め
の

架
設
、
実
施
時
期
に
あ
わ
せ
た

会
場
内
で
の
冷
暖
房
の
対
応
が

必
要
と
な
る
。
記
念
事
業
の
検

討
に
向
け
て
は
、
多
く
の
町
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
十

分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
内
の
街
路
樹
の
緑
や
紅

葉
は
、
季
節
感
を
感
じ
、
自
然

の
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
、

様
々
な
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る

が
、
樹
々
の
成
長
に
よ
り
電
線
・

電
話
線
・
街
路
灯
・
防
犯
灯
な

ど
に
幹
や
枝
が
覆
い
被
さ
っ
て

安
全
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。

街
路
樹
の
管
理
の
在
り
方
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
街
路
樹
は
、﹁
景
観
機
能
﹂
、

﹁
緑
陰
機
能
﹂
、﹁
防
風
・
防
災

機
能
﹂
な
ど
多
面
的
な
機
能
と

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
が
、
樹

々
の
成
長
に
よ
り
安
全
の
妨
げ

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
支

障
木
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
方
々

か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
確
認

し
た
場
合
は
、
電
線
・
電
話
線

に
つ
い
て
は
管
理
者
で
あ
る
関

係
機
関
へ
対
応
を
引
継
し
、
街

路
灯
・
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
町
が
幹
や
枝

の
除
去
作
業
を
行
っ
て
安
全
を

確
保
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、

地
域
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
全

な
道
路
環
境
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

びほろ町ぎかい平成27年９月１日発行 No.217

年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る
室
内
多
目
的
運
動
場
建
設
の
考
え
は

ス
ポ
ー
ツ
振
興

美
幌
町
１
３
０
年
記
念
事
業

イ
ベ
ン
ト
招
致
の
考
え
は

街  

路  

樹  

の  

管  

理

問
題
箇
所
の
対
処
方
法
は

新
鞍

　
峯
雄

室
内
多
目
的
運
動
場
の
設
置
は
必
要
か
つ
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
建
設
の
検
討
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い

オホーツクドーム（網走市）オホーツクドーム（網走市）



（９）

　
　
①
近
年
、
本
町
の
主
要
畑

作
物
で
あ
る
、
て
ん
菜
の
作
付

面
積
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

て
ん
菜
移
植
苗
の
育
苗
作
業
の

軽
減
と
な
る
﹁
て
ん
菜
共
同
育

苗
施
設
﹂
の
建
設
に
よ
り
作
付

面
積
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
町
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

４
年
間
、﹁
て
ん
菜
共
同
育
苗
施

設
﹂
の
育
苗
土
と
し
て
河
川
浚

渫
土
を
運
搬
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
５
年
目
以
降
継
続

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
﹁
て
ん
菜
共
同
育
苗
施
設
﹂

で
は
、
河
川
浚
渫
土
か
ら
石
礫

や
木
片
を
取
り
除
い
て
育
苗
土

に
利
用
し
て
い
る
が
、
石
礫
や

木
片
は
、
町
の
一
般
廃
棄
物
処

分
場
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

③
河
川
浚
渫
土
以
外
に
も
工
事

残
土
等
を
育
苗
土
と
し
て
利
用

で
き
な
い
か
。

　
　
①
て
ん
菜
は
、
輪
作
体
系

や
町
内
経
済
に
お
い
て
、
欠
か

す
こ
と
が
出
来
な
い
作
物
で
あ

る
が
、
平
成
20
年
度
に
２
８
０

０
ヘ
　
ク

タ
ー
ル

以
上
あ
っ
た
作
付
面
積
は
、

２
４
０
０
ヘ
　
ク

タ
ー
ル

と
減
少
し
て
い
る
。

減
少
要
因
に
つ
い
て
は
、
低
収

益
等
に
よ
る
他
の
作
物
へ
の
移

行
が
進
ん
だ
こ
と
や
て
ん
菜
移

植
苗
の
育
苗
に
係
る
労
働
力
確

保
の
問
題
も
作
付
が
減
少
し
た

大
き
な
要
因
と
考
え
て
い
る
が
、

﹁
て
ん
菜
共
同
育
苗
施
設
﹂
の

建
設
に
伴
い
、
一
層
の
て
ん
菜

作
付
奨
励
を
図
り
、
育
苗
土
の

確
保
対
策
の
た
め
浚
渫
土
運
搬

を
４
年
間
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
５
年
目
以
降
の
浚
渫
土

の
運
搬
に
つ
い
て
は
、
安
定
し

た
提
供
が
可
能
か
を
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

②
石
礫
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物

に
該
当
し
な
い
た
め
、
町
の
一

般
廃
棄
物
処
分
場
で
の
受
け
入

れ
は
で
き
な
い
が
、
河
川
浚
渫

土
か
ら
排
出
さ
れ
る
木
片
は
、

建
設
現
場
の
木
片
と
異
な
り
、

受
け
入
れ
が
可
能
で
あ
る
。

③
工
事
残
土
に
は
、
多
く
の
火

山
灰
や
砂
利
・
礫
が
含
ま
れ
て

お
り
、
育
苗
に
は
適
さ
な
い
土

と
考
え
ら
れ
る
が
、
工
事
残
土

な
ど
の
有
効
利
用
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
取
り
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
近
年
、
モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ

ム
シ
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
あ

る
、
て
ん
菜
の
西
部
萎
黄
病
の

発
生
が
拡
大
し
て
お
り
、
予
防

対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
本
町
で
は
、
昨
年
、
西
部

萎
黄
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た

が
、
幸
い
遅
い
時
期
で
の
発
生

で
あ
り
、
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
早
い
時
期

で
の
感
染
は
、
被
害
が
大
き
く

な
り
減
収
と
な
る
た
め
、
生
産

者
へ
の
有
効
と
さ
れ
る
防
除
の

周
知
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
情
報

収
集
と
対
策
を
検
討
し
た
い
。

　
　
①
新
築
移
転
を
検
討
し
て

い
る
豆
調
整
工
場
に
対
し
て
補

助
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
町
外
に
工
場
が
移
転
し
た
場

合
、
生
産
者
の
負
担
が
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
町
と
し

て
支
援
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
①
工
場
建
設
の
た
め
に
多

額
の
起
債
︵
資
金
の
借
入
︶
を

抱
え
る
こ
と
は
、
財
政
健
全
化

維
持
及
び
町
民
に
与
え
る
影
響

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
財
政
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
用
地
の
提
供
を
含
め
、

支
援
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
検

討
し
て
い
き
た
い
。

②
町
外
へ
工
場
が
移
転
し
た
場

合
、
輸
送
コ
ス
ト
の
増
加
等
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
生
産
者
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
①
国
営
網
走
川
中
央
地
区

土
地
改
良
事
業
地
区
調
査
の
進

捗
状
況
に
対
す
る
受
益
者
説
明

は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

②
大
き
な
事
業
を
抱
え
る
中
で

の
大
幅
な
北
海
道
開
発
局
の
担

当
職
員
の
交
代
に
よ
る
影
響
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
①
事
業
計
画
の
大
幅
な
変

更
に
よ
り
、
調
査
期
間
が
延
長

と
な
っ
た
説
明
が
、
網
走
開
発

建
設
部
か
ら
あ
っ
た
た
め
、
受

益
者
に
十
分
な
説
明
を
行
っ
て

頂
き
、
理
解
を
し
た
上
で
受
益

者
が
最
終
判
断
が
で
き
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。

②
新
し
く
担
当
さ
れ
る
職
員
の

方
々
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
今
後
に
お

い
て
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

びほろ町ぎかい平成27年９月１日発行

て
ん
菜
作
付
奨
励

﹁
て
ん
菜
共
同
育
苗
施
設
﹂
育
苗
土
の
運
搬
継
続
の
考
え
は

早
瀨

　
仁
志

一
層
の
て
ん
菜
作
付
奨
励
を
図
る
た
め
、
育
苗
土
と
な
る
安
定

し
た
浚
渫
土
の
運
搬
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

て
ん
菜
の
西
部
萎
黄
病

対
策
の
考
え
方
は

豆
調
整
工
場
の
老
朽
化

新
築
移
転
支
援
す
る
考
え
は

網
走
川
中
央
地
区
土
地
改
良
事
業

具
体
的
な
説
明
の
時
期
は

てん菜共同育苗施設



（10）

　
　
生
活
が
苦
し
い
家
庭
の
子

ど
も
の
教
育
支
援
を
柱
と
し
た

﹁
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
﹂
が
施
行
さ
れ
、

国
の
﹁
子
ど
も
の
貧
困
対
策
会

議
﹂
に
お
い
て
﹁
子
ど
も
の
貧

困
対
策
大
綱
﹂
が
閣
議
決
定
さ

れ
て
お
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
環

境
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
将
来
が

左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

教
育
の
機
会
均
等
な
ど
の
対
策

を
国
や
地
方
自
治
体
の
責
務
で

行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
町
は
現
状
と
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
﹁
子
ど
も
の
貧
困
対
策
大

綱
﹂
の
目
的
・
理
念
と
し
て
﹁
貧

困
の
世
代
間
連
鎖
の
解
消
﹂
、

﹁
す
べ
て
の
子
ど
も
達
が
夢
と

希
望
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け

る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
﹂

を
掲
げ
て
お
り
、
重
点
施
策
の

主
な
も
の
と
し
て
、
教
育
の
支

援
、
生
活
の
支
援
、
保
護
者
に

対
す
る
就
労
の
支
援
、
経
済
的

支
援
な
ど
を
掲
げ
て
お
り
、
様

々
な
施
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。

現
状
の
北
海
道
の
支
援
対
策
と

し
て
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
い
た
相
談
事
業
や

生
活
困
窮
者
で
あ
る
子
ど
も
に

対
し
て
の
学
習
援
助
を
行
う
事

業
や
ひ
と
り
親
等
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
事
業
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町

と
し
て
は
、
引
き
続
き
北
海
道

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
適
切
な
支
援
制

度
の
研
究
や
情
報
提
供
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
　
①
美
幌
町
に
お
い
て
、
円

滑
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
を
実
施
す
る
た
め
﹁
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
﹂
が
策

定
さ
れ
た
が
、
現
在
、
実
施
さ

れ
て
い
る
支
援
事
業
の
ほ
か
、

新
し
い
支
援
や
拡
大
計
画
に
つ

い
て
の
考
え
が
あ
る
か
。

②
子
育
て
支
援
策
と
し
て
の
保

育
料
軽
減
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
①
﹁
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
﹂
は
、
子
育
て
中

の
保
護
者
や
学
識
経
験
者
、
児

童
福
祉
の
関
係
機
関
等
の
代
表

者
か
ら
な
る
﹁
美
幌
町
次
世
代

育
成
支
援
推
進
協
議
会
﹂
で
審

議
し
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
新
し
い
支
援
や
拡
大
計
画

に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
中
で

様
々
な
視
点
か
ら
の
意
見
を
求

め
る
と
と
も
に
、
﹁
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
﹂
の
進

捗
状
況
の
点
検
や
評
価
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
事
業
内

容
の
見
直
し
を
行
い
、
現
在
、

策
定
を
進
め
て
い
る
第
６
期
美

幌
町
総
合
計
画
や
美
幌
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
策
定
内
容
を
勘
案
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

②
保
育
料
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
対
策
や
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年

度
か
ら
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
の
移
行
に
併
せ
、
保

育
園
保
育
料
の
利
用
者
負
担
額

に
つ
い
て
、
従
前
の
国
基
準
か

ら
３
割
程
度
の
軽
減
策
を
実
施

し
た
。

　
ま
た
、
多
子
軽
減
対
策
と
し

て
、
従
前
は
小
学
校
就
学
前
児

童
の
範
囲
で
、
最
年
長
の
子
ど

も
か
ら
順
に
２
人
目
は
半
額
、

３
人
目
以
降
は
無
料
と
し
て
い

た
が
、
そ
の
範
囲
を
小
学
校
３

年
生
ま
で
拡
大
し
た
。
今
後
も
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
な
が

ら
子
育
て
支
援
策
と
し
て
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
全
国
の
児
童
虐
待
相
談
対

応
件
数
は
、
年
々
増
加
し
て
お

り
、
道
警
釧
路
方
面
本
部
管
内

に
お
い
て
も
、
児
童
虐
待
が
疑

わ
れ
る
と
し
て
警
察
が
児
童
相

談
所
に
通
告
し
た
件
数
は
本
年

１
〜
６
月
の
上
半
期
で
過
去
最

多
の
件
数
と
な
っ
て
い
る
が
、

美
幌
町
の
現
状
と
対
策
の
考
え

方
は
ど
う
か
。

　
　
本
町
に
お
い
て
悲
惨
な
事

故
に
繋
が
る
よ
う
な
事
例
は
な

い
が
、
本
人
や
家
族
、
地
域
住

民
や
関
係
機
関
の
通
告
や
相
談

内
容
に
よ
り
調
査
を
行
い
、
児

童
相
談
所
へ
報
告
し
、
緊
急
を

要
す
る
場
合
は
、
一
時
保
護
又

は
立
ち
入
り
調
査
の
判
断
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
住
民

や
児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
児
童
虐

待
防
止
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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問
　
美
幌
町
の
国
民
健
康
保
険

税
は
、
全
道
で
上
位
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
年
３
月
の
定
例
議

会
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度

︵
新
年
度
︶
の
税
額
の
引
き
下

げ
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
按
分
率

︵
税
額
︶
の
改
正
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
新
年
度
の
税
額
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
美
幌
町
に
は
多
額
の

国
保
基
金
︵
貯
金
︶
を
有
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
税
額

の
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
基

礎
課
税
額
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
、
介
護
納
付
金
課

税
額
の
合
算
額
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
応
能
割
合
︵
能
力
に
応

じ
た
負
担
︶
、
応
益
割
合
︵
受

け
る
利
益
に
応
じ
た
負
担
︶
の

課
税
総
額
の
割
合
を
基
本
に
按

分
率
を
決
定
し
て
い
る
。
新
年

度
か
ら
の
按
分
率
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
各
区
分
に
お
け
る
按

分
率
の
バ
ラ
ン
ス
を
算
定
す
る

こ
と
が
、
事
務
的
、
技
術
的
に

相
当
の
時
間
を
要
し
た
た
め
、

課
税
時
期
に
間
に
合
わ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
改
正
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
按
分
率
の
改
正
に

あ
た
っ
て
は
、
今
後
の
国
保
会

計
の
収
支
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
国
保
基
金
の
状
況
も
勘
案

し
た
中
で
、
平
成
28
年
度
の
改

正
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
美
幌
町
で
は
﹁
美
幌
町
国

民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
の
減

免
等
に
関
す
る
取
扱
要
綱
﹂
が

制
定
さ
れ
、
美
幌
町
の
国
保
加

入
世
帯
の
中
で
、
相
当
数
の
世

帯
が
減
免
の
対
象
と
な
る
と
推

察
さ
れ
る
が
、
申
請
実
績
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
制
度

の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

が
失
業
等
に
よ
り
収
入
が
著
し

く
減
少
し
た
と
き
な
ど
、
一
時

的
・
臨
時
的
に
著
し
く
生
活
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

医
療
機
関
等
で
の
一
部
負
担
金

︵
医
療
費
の
自
己
負
担
分
︶
の

減
免
、
免
除
を
行
う
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
減
免
制
度
は
、
預

貯
金
な
ど
を
含
め
生
活
保
護
水

準
以
下
の
収
入
に
見
舞
わ
れ
た

と
き
の
制
度
で
、
所
得
水
準
が

低
い
方
が
対
象
と
な
る
制
度
で

は
な
い
た
め
、
申
請
件
数
は
３

件
と
な
っ
て
い
る
。
制
度
の
周

知
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
活
用
し
て
い
る
が
、
よ

り
一
層
工
夫
し
て
行
い
た
い
。

　
　
低
所
得
者
の
生
活
苦
の
進

展
等
を
鑑
み
、
国
保
税
の
法
定

で
定
め
ら
れ
て
い
る
減
免
に
加

え
て
、
町
独
自
の
減
免
制
度
を

制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
国
保
税
の
法
定
で
定
め
ら

れ
て
い
る
減
免
に
対
し
て
は
、

国
等
か
ら
の
財
政
支
援
が
あ
り
、

財
源
が
確
保
さ
れ
る
が
、
町
独

自
の
減
免
措
置
を
実
施
し
た
場

合
、
財
政
支
援
が
な
い
こ
と
か

ら
国
保
財
政
の
運
営
に
直
接
影

響
が
生
じ
る
た
め
、
実
施
は
困

難
な
状
況
で
あ
る
。

　
　
特
定
健
診
受
診
率
の
目
標

に
対
す
る
現
状
の
到
達
状
況
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。

　
ま
た
、
啓
蒙
啓
発
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
特
定
健
診
受
診
率
の
目
標

は
、
実
施
計
画
に
お
い
て
60
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
制
度
の
周

知
に
相
当
の
労
力
を
必
要
と
す

る
た
め
、
平
成
26
年
度
の
受
診

率
は
31
％
と
受
診
率
向
上
に
苦

慮
し
て
い
る
の
が
現
状
と
な
っ

て
お
り
、
健
診
未
受
診
者
へ
の

電
話
に
よ
る
受
診
勧

奨
、
新
聞
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
、
保
健
師
に

よ
る
出
前
講
座
で
の

啓
発
等
の
実
施
に
よ

り
健
康
増
進
と
受
診

率
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
締
結
に
つ
い

て
は
最
終
段
階
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
美
幌
町
と
し
て

さ
ら
に
取
り
組
み
を
強
化
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
締
結
問
題
に

つ
い
て
は
、
農
林
水
産
業
の
み

な
ら
ず
、
地
域
経
済
や
地
域
社

会
の
崩
壊
に
繋
が
る
危
険
性
が

高
い
こ
と
か
ら
、
連
絡
会
議
を

設
置
し
、
断
固
反
対
の
立
場
を

明
確
に
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
広
範
な
取
り
組
み
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

引
き
続
き
広
範
な
反
対
運
動
へ

の
取
り
組
み
の
た
め
、
各
自
治

体
、
各
種
団
体
と
連
携
を
図
り

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

びほろ町ぎかい平成27年９月１日発行
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受
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策
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独
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実
績
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制
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男

税
率
改
正
は
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後
の
国
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会
計
の
収
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の
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況
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成
28
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度
に
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て
検
討
し
た
い
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全
国
で
美
幌
町
出
身
者
や

町
と
ゆ
か
り
の
あ
る
方
で
学
術
・

産
業
技
術
・
芸
術
文
化
ス
ポ
ー

ツ
等
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
は
相
当
数
い
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
﹁
美
幌
を
元

気
に
す
る
人
財
バ
ン
ク
﹂
を
設

立
し
、
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
に
ご
登
録
い
た
だ
き
、

美
幌
町
の
元
気
づ
く
り
の
た
め

情
報
、
提
言
、
助
言
な
ど
積
極

的
に
お
願
い
す
る
仕
組
み
を
考

え
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
人
財
の
情

報
を
一
つ
と
し
た
も
の
は
な
い

が
、
美
幌
町
と
の
人
脈
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
ご
提
供

い
た
だ
け
る
情
報
等
は
、
美
幌

町
の
発
展
、
町
の
業
務
推
進
の

た
め
に
有
益
で
あ
る
の
で
、
人

財
情
報
の
入
手
方
法
や
情
報
管

理
、
活
用
法
な
ど
総
合
的
に
検

討
し
て
業
務
推
進
に
生
か
せ
る

よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
現
在
す
で
に
、
情
報
、
提

言
、
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
を
含
め
て
、
人
財
バ
ン
ク
の

具
体
的
な
設
立
時
期
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

　
　
具
体
的
な
設
立
時
期
は
明

言
で
き
な
い
が
、
美
幌
町
の
懸

案
事
項
の
解
決
等
の
た
め
、
目

的
等
を
明
確
に
し
た
う
え
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
が
減

少
し
て
お
り
、
専
用
室
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
整
備
を
見
直
し
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

さ
ら
に
は
第
６
期
美
幌
町
総
合

計
画
策
定
に
お
け
る
﹁
び
ほ
ろ

み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
会
議
﹂
に

お
い
て
、
室
内
多
目
的
運
動
場

整
備
を
重
点
化
施
策
と
す
る
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
﹁
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
及

び
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
施
設

整
備
基
金
条
例
﹂
の
目
的
を
改

正
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
の
減

少
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
公
共
施
設
の
効

率
的
か
つ
有
効
的
な
活
用
方
法

や
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

施
設
の
整
備
は
検
討
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
室
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
整
備
に
つ
い
て
は
、

町
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
室
内
多
目

的
運
動
場
と
し
て
、
第
６
期
美

幌
町
総
合
計
画
や
公
共
施
設
等

管
理
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い

き
、
基
金
条
例
の
目
的
等
の
改

正
の
必
要
性
、
時
期
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　
公
共
施
設
整
備
等
の
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
情
勢
の

変
化
や
町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

再
検
証
す
る
中
で
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
が

ど
う
か
。

　
　
情
勢
の
変
化
、
町
民
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
活
用
し
て
い
き

た
い
。

　
　
町
民
の
健
康
増
進
対
策
を

強
化
す
る
た
め
、
食
生
活
を
通

じ
て
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
﹁
美
幌
町
ヘ
ル
ス

リ
ー
ダ
ー
の
会
﹂
と
連
携
し
、

健
康
づ
く
り
の
意
識
啓
発
と
し

て
各
種
健
診
の
受
診
勧
奨
、
保

健
事
業
・
運
動
の
推
進
な
ど
を

取
り
組
む
保
健
推
進
員
を
全
自

治
会
に
配
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
一
般
の
方
を
保

健
推
進
員
と
し
た
場

合
、
健
康
診
査
、
が

ん
検
診
の
受
診
勧
奨

を
す
る
こ
と
は
、
個

人
の
受
診
状
況
の
把

握
な
ど
が
必
要
で
あ

り
、
実
施
に
は
担
い

ふ
る
さ
と
人
財

バ
ン
ク
の
設
立

美
幌
町
の
元
気
づ
く
り
の
た
め
人
財
バ
ン
ク
の
設
立
を
考
え
て
は
ど
う
か

室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
整
備

基
金
条
例
改
正
の
考
え
は

健  

康  

増  

進  

対  

策

保
健
推
進
員
配
置
の
考
え
は

上
杉

　
晃
央
　

美
幌
町
の
発
展
の
た
め
町
と
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
人
財
情
報
の
入
手

方
法
や
情
報
管
理
、
活
用
法
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い

手
の
負
担
も
大
き
く
、
課
題
も

多
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
町
と
し
て
保
健
推
進
員
の

配
置
は
考
え
て
は
い
な
い
が
、

町
の
出
前
講
座
や
成
人
、
高
齢

者
向
け
の
健
康
教
室
な
ど
の
取

り
組
み
の
中
か
ら
、
ゆ
と
り
の

あ
る
生
活
の
確
保
が
困
難
な
方

や
、
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
な

い
方
等
も
含
め
て
、
町
民
の
健

康
を
守
る
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
。

　
　
町
民
の
健
康
診
査
や
各
種

検
診
の
受
診
率
向
上
の
た
め
に

は
、
直
接
現
場
で
関
わ
っ
て
い

る
職
員
に
、
先
進
地
の
状
況
を

見
る
機
会
を
作
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
職
員
が
自
主
的
に
研
修
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
も

あ
る
の
で
、
各
種
研
修
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
町
民
の
健
康
増

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
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公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ

18
歳
、
19
歳
の
未
成
年
者
が
選

挙
の
有
権
者
に
な
る
が
、
町
長

選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
に
つ

い
て
、

①
投
票
率
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
分
析
し
て
い
る
の
か
。

②
期
日
前
投
票
所
の
数
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

③
交
通
手
段
に
欠
け
て
い
る
有

権
者
・
高
齢
者
を
投
票
所
ま
で

バ
ス
で
送
迎
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
①
投
票
率
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
投
票
行
動
を
通
し
て
、

町
政
へ
参
加
さ
れ
た
か
を
測
る

数
値
で
あ
り
、
先
の
町
長
、
町

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
73
・

99
％
で
、
平
成
23
年
の
町
議
会

議
員
選
挙
か
ら
１
・
79
％
上
昇

し
た
も
の
の
、
平
成
19
年
の
町

長
、
町
議
会
議
員
選
挙
か
ら
は
、

７
・
71
％
低
下
し
て
い
る
。
投

票
率
の
世
代
別
比
較
に
つ
い
て

は
、
市
街
地
の
第
１
投
票
所
を

サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
今
回
の
町

長
、
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

60
歳
代
の
86
・
09
％
を
最
高
に
、

50
歳
代
の
77
・
08
％
、
次
に
70

歳
代
以
上
、
40
歳
代
と
続
き
、

30
歳
代
で
は
64
・
54
％
、
一
番

低
い
20
歳
代
は
47
・
37
％
と
な

っ
て
お
り
、
20
歳
代
の
若
年
層

で
町
政
に
関
心
が
少
な
い
と
思

わ
れ
る
方
が
、
半
数
を
超
え
て

い
る
。
次
に
平
成
19
年
の
町
長
、

町
議
会
議
員
選
挙
と
の
年
代
別

投
票
率
の
比
較
に
つ
い
て
は
、

40
歳
代
の
減
少
率
が
一
番
大
き

く
マ
イ
ナ
ス
11
・
95
％
、
次
に

20
歳
代
の
マ
イ
ナ
ス
９
・
49
％
、

50
歳
代
は
マ
イ
ナ
ス
７
・
19
％

と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
平
均

値
の
マ
イ
ナ
ス
６
・
96
％
を
超

え
て
い
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
美
幌
町
を
含

め
全
国
的
な
状
況
と
い
え
る
が
、

政
治
離
れ
が
若
年
層
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
中
心
と
な
る
40
歳

代
、
50
歳
代
に
も
表
れ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
し
て
啓
発
活
動
を
行
い
、

投
票
率
向
上
へ
の
対
応
を
、
国

に
呼
応
し
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

②
期
日
前
投
票
所
は
、
不
在
者

投
票
に
比
べ
て
手
続
き
が
簡
素

な
投
票
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ

た
も
の
で
、
今
回
の
町
長
、
町

議
会
議
員
選
挙
で
も
、
全
投
票

者
の
26
・
95
％
に
あ
た
る
３
４

０
５
人
と
多
く
の
方
が
利
用
し

て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
期

日
前
投
票
所
の
駐
車
場
の
確
保

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
投
票

環
境
の
整
備
、
更
に
は
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
便
利
さ
が
、
町
民
に
定
着
し

て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
期
日
前
投
票
所

の
増
設
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場

や
施
設
面
で
現
在
の
施
設
並
み

の
期
日
前
投
票
所
を
設
け
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
投
票
管
理

者
、
立
会
人
、
事
務
従
事
者
の

配
置
に
多
く
の
人
員
と
多
額
の

費
用
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
施
設
の
利
用
の
促
進
を

図
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

③
交
通
手
段
に
欠
け
て
い
る
有

権
者
・
高
齢
者
の
投
票
所
ま
で

の
バ
ス
の
送
迎
に
つ
い
て
は
、

投
票
所
か
ら
遠
距
離
と
な
る
地

域
を
ど
の
よ
う
に
選
定
し
、
そ

の
地
域
が
何
路
線
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
車
等
を
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
高
齢
者
の
方
が
、

自
力
で
幹
線
道
路
ま
で
出
て
、

バ
ス
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
な
ど
、
実
効
性
の
面
で

も
多
く
の
検
討
課
題
が
あ
り
、

引
き
続
き
研
究
を
要
す
る
課
題

と
考
え
て
い
る
。

 

　
　
規
定
等
で
住
所
地
か
ら
投

票
所
ま
で
の
距
離
の
基
準
が
あ

る
の
か
。

　
　
総
務
省
の
通
達
で
は
、
投

票
所
の
増
設
に
は
、
遠
距
離
地

区
の
解
消
と
い
う
こ
と
が
謳
わ

れ
て
お
り
、
住
所
地
か
ら
投
票

所
ま
で
３
キ
ロ
以
内
を
基
準
と

し
て
い
る
。

　
　
例
え
ば
、
投
票
所
を
２
キ

ロ
以
内
に
設
置
し
た
場
合
、
罰

則
等
の
規
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
一
つ
の
投
票
区
の
有
権
者

数
が
３
０
０
０
人
を
超
え
る
場

合
は
、
新
た
に
投
票
所
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
、
罰
則
等
の

規
定
は
な
い
。

　
　
移
動
が
可
能
と
な
る
ト
レ

ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
投
票
所
と
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
２
箇
所
以
上
の
期
日
前
投

票
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
二

重
投
票
を
防
止
す
る
こ
と
等
へ

の
対
応
が
必
要
と
な
る
が
、
引

き
続
き
投
票
率
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

びほろ町ぎかい平成27年９月１日発行
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他
市
町
村
に
お
い
て
既
存

の
誘
致
さ
れ
て
い
る
企
業
の
相

次
ぐ
縮
小
、
撤
退
が
告
げ
ら
れ

て
お
り
、
美
幌
町
に
お
い
て
も

働
く
世
代
の
町
外
流
出
防
止
、

人
口
減
少
の
歯
止
め
と
し
て
新

規
企
業
育
成
や
企
業
誘
致
等
の

対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

①
新
規
企
業
立
ち
上
げ
意
欲
者

へ
の
公
的
支
援
の
強
化
の
考
え

は
あ
る
か
。

②
企
業
誘
致
活
動
の
町
と
し
て

の
今
後
の
考
え
方
は
。

③
既
存
企
業
へ
の
新
規
事
業
開

発
支
援
対
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
①
本
町
に
お
い
て
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
中
心
市
街
地
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
の
活
性
化

及
び
雇
用
の
創
出
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
﹁
起

業
家
支
援
補
助
金
制
度
﹂

を
創
設
し
、
意
欲
あ
る

起
業
家
に
対
し
必
要
な

資
金
の
一
部
を
補
助
し

て
い
る
。﹁
起
業
家
支
援

補
助
金
制
度
﹂
の
補
助

率
は
３
分
の
２
で
、
補

助
限
度
額
を
２
０
０
万
円
と
し

て
お
り
、
近
隣
の
自
治
体
と
比

較
し
て
も
優
位
で
利
用
し
や
す

い
制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
制
度
の
創
設
が
今
年
度
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
実
施
し
て

間
も
な
い
こ
と
か
ら
現
段
階
に

お
い
て
は
支
援
の
強
化
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後

に
お
い
て
も
時
代
に
即
し
た
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

②
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
は
、

雇
用
の
場
が
確
保
さ
れ
、
人
口

減
少
対
策
に
効
果
的
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
が
、
経
済
的
及
び

社
会
情
勢
な
ど
に
よ
り
地
方
へ

の
企
業
進
出
は
伸
び
悩
ん
で
い

る
状
況
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
は
、
﹁
美

幌
・
大
空
・
津
別
地
域
産
業
活

性
化
協
議
会
﹂
に
お
い
て
企
業

誘
致
に
関
す
る
情
報
交
換
な
ど

を
行
い
、
企
業
誘
致
を
推
進
し

て
お
り
、
地
方
創
生
を
推
進
す

る
上
か
ら
も
企
業
誘
致
は
欠
か

せ
な
い
取
り
組
み
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
﹁
美
幌
・
大
空
・

津
別
地
域
産
業
活
性
化
協
議
会
﹂

を
は
じ
め
、
﹁
北
海
道
東
京
事

務
所
﹂
な
ど
の
関
係
機
関
及
び

団
体
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
、

災
害
の
リ
ス
ク
の
低
さ
、
交
通

の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
な
ど
、

本
町
の
特
性
を
全
面
的
に
Ｐ
Ｒ

し
た
企
業
誘
致
に
努
め
て
い
き

た
い
。

③
本
町
に
お
い
て
は
、
企
業
の

自
主
的
な
努
力
を
助
長
し
、
経

営
者
及
び
従
業
員
の
経
済
的
地

位
向
上
を
図
る
た
め
必
要
な
助

成
、
融
資
及
び
指
導
を
行
い
、

中
小
企
業
の
育
成
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
﹁
美
幌
町

中
小
企
業
条
例
﹂
及
び
﹁
美
幌

町
中
小
企
業
条
例
施
行
規
則
﹂

に
基
づ
き
中
小
企
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
る
。
新
規
事
業
の
開

発
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

﹁
美
幌
町
中
小
企
業
振
興
資
金

融
資
制
度
﹂
に
よ
る
融
資
の
貸

付
及
び
利
子
・
保
証
料
の
補
給

を
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
事
業

分
野
へ
の
進
出
の
一
助
と
な
る

よ
う
﹁
美
幌
・
津
別
地
域
季
節

労
働
者
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
﹂

に
お
い
て
﹁
新
分
野
進
出
・
経

営
多
角
化
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催

し
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、

国
や
北
海
道
な
ど
に
お
け
る

﹁
新
分
野
進
出
等
の
新
規
事
業

開
発
支
援
﹂
に
関
す
る
情
報
収

集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
調
査
・

研
究
を
行
い
、
既
存
企
業
の
育

成
及
び
通
年
雇
用
化
に
よ
る
雇

用
の
創
出
な
ど
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

　
　
企
業
・
起
業
家
へ
の
支
援

策
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、

相
談
す
る
体
制
も
含
め
て
、
各

種
制
度
が
利
用
し
や
す
く
な
る

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
今
年
度
よ
り
起
業
家
支
援

の
補
助
金
制
度
を
創
設
し
、
こ

れ
ま
で
に
２
件
の
申
込
が
あ
っ

た
。
そ
の
中
で
も
様
々
な
相
談

を
受
け
対
応
し
て
お
り
、
今
後

も
意
欲
の
あ
る
方
に
つ
い
て
、

相
談
の
し
や
す
い
体
制
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
。
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新
規
企
業
育
成
・
企
業
誘
致
対
策
強
化
の
考
え
は

企
業
育
成
誘
致
対
策

髙
橋

　
秀
明

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
取
り
組
み
を
行
い
、
美
幌
町
の

特
性
を
全
面
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
企
業
誘
致
に
努
め
て
い
き
た
い



　
　
美
幌
町
の
商
店
街
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
、

自
助
努
力
の
み
で
は
そ
の
存
続

に
限
界
が
来
て
い
る
。
か
ね
て

か
ら
の
懸
案
で
あ
る
中
心
市
街

地
の
活
性
化
は
、
単
に
商
店
街

の
活
性
化
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
の
生
活
全
般
に
通
じ

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
上
で
も
非
常

に
重
要
な
取
り
組
み
と
考
え
る

が
、
積
極
的
に
進
め
る
に
あ
た

り
今
後
の
具
体
的
な
構
想
、
計

画
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
本
町
に
は
４
つ
の
商
店
街

が
あ
り
中
心
市
街
地
を
形
成
し

て
い
る
が
、
大
規
模
小
売
店
舗

の
進
出
や
町
外
へ
の
消
費
流
出

に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
空
洞

化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
、
活
性
化
を
促
進
す
る
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
現
在
、
中
心
市
街

地
活
性
化
対
策
と
し
て
﹁
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
﹂﹁
起

業
家
支
援
事
業
﹂
、﹁
店
舗
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
﹂
、﹁
空
き
店
舗
活

用
事
業
﹂
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、
更
な
る
中
心
地
市
街
地
活

性
化
対
策
と
し
て
、﹁
に
ぎ
わ
い

の
創
出
﹂
あ
る
い
は
﹁
集
客
機

能
の
充
実
﹂
を
図
る
た
め
の
施

設
整
備
を
推
進
し
、
中
心
市
街

地
の
整
備
改
善
と
商
工
業
の
活

性
化
を
一
体
的
に
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
段
階

に
お
い
て
具
体
的
な
構
想
、
計

画
に
つ
い
て
は
示
す
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
商
工
会
議
所
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
団
体
と
連
携

し
、
積
極
的
に
中
心
市
街
地
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の

た
め
に
は
、
観
光
客
を
町
に
取

り
込
ん
で
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
大
事
だ
が
、
地
元
の
人
が
集

え
る
場
所
と
と
ら
え
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
中
心
市
街
地
に
は
、
日
常

生
活
に
必
要
な
機
能
が
備
わ
っ

て
い
る
の
で
重
要
性
は
十
分
に

感
じ
て
い
る
。
今
後
も
役
場
組

織
横
断
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
①
美
幌
高
校
は
普
通
科
と

農
業
科
の
併
設
高
校
と
し
て
新

設
さ
れ
て
か
ら
５
年
目
を
迎
え

た
が
、
近
年
、
入
学
者
の
定
員

割
れ
が
続
き
そ
の
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
元
中

学
校
と
の
更
な
る
連
携
を
深
め

進
学
率
の
向
上
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

②
美
幌
高
校
の
部
活
動
の
活
躍

は
全
道
の
４
間
口
校
の
中
で
も

活
発
で
あ
り
、
特
に
農
業
ク
ラ

ブ
の
研
究
発
表
は
常
に
全
国
レ

ベ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
今

の
経
済
状
況
の
中
、
活
動
費
の

保
護
者
の
負
担
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
町
と
し
て
支
援
を
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
①
急
激
な
少
子
化
の
影
響

に
よ
り
、
美
幌
高
校
へ
の
入
学

者
数
は
学
科
に
よ
り
ば
ら
つ
き

は
あ
る
も
の
の
、
全
体
で
は
定

員
割
れ
が
続
い
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
美
幌

高
校
で
は
昨
年
度
、
自
校
で
の

一
日
体
験
入
学
や
直
接
、
中
学

校
へ
出
向
い
て
の
学
校
説
明
会

を
行
う
な
ど
積
極
的
に
生
徒
募

集
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
現

在
、
学
校
と
教
育
委
員
会
が
一

体
と
な
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
外

の
中
学
校
へ
の
生
徒
募
集
や
町

広
報
で
の
生
徒
募
集
な
ど
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
継
続
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
美
幌
高
校
の
教
育
活
動
の

様
子
を
広
く
情
報
発
信
し
、
美

幌
高
校
と
の
意
見
交
換
を
重
ね

な
が
ら
、
地
元
中
学
か
ら
の
進

学
率
の
向
上
を
図
る
た
め
の
必

要
な
手
立
て
を
協
議
・
検
討
し

て
い
き
た
い
。

②
美
幌
高
校
の
部
活
動
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
美
幌
高

校
が
北
海
道
立
の
高
校
で
あ
り
、

他
の
近
隣
高
校
な
ど
に
通
う
生

徒
も
い
る
こ
と
か
ら
、
公
平
性

の
観
点
に
お
い
て
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
美
幌
高
校
の
魅
力
の
情
報

発
信
は
も
と
よ
り
、
中
学
生
の

た
め
の
一
日
体
験
入
学
の
案
内

に
つ
い
て
は
、
町
内
の
中
学
生

全
員
が
行
け
る
よ
う
な
形
に
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
美
幌
高
校
は
地
元
の
高
校

で
あ
る
の
で
、
町
全
体
で
応
援

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
美
幌

高
校
の
体
験
入
学
等
の
際
に
は
、

町
内
の
中
学
生
全
員
が
説
明
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

びほろ町ぎかい平成27年９月１日発行

﹁
中
心
市
街
地
活
性
化
﹂
に
つ
い
て
の
構
想
及
び
計
画
の
考
え
は

中
心
市
街
地

活
性
化
対
策

美
幌
高
校
の
学
習
環
境

充
実
支
援
の
考
え
は

稲
垣

　
淳
一

中
心
市
街
地
の
整
備
改
善
と
商
工
業
の
活
性
化
を
一
体
的
に
進
め
、

魅
力
あ
る
中
心
市
街
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
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航
空
公
園
を
含
め
た
エ
リ

ア
で
の
新
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整

備
計
画
に
つ
い
て
町
民
の
様
々

な
声
あ
る
が
、

①
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
遠
く
な

る
こ
と
に
よ
る
、
交
通
手
段
の

確
保
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

②
基
本
計
画
で
は
、
事
業
費
が

３
億
６
０
０
０
万
円
に
な
る
見

込
だ
が
、
今
後
実
施
計
画
の
段

階
で
増
え
て
い
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

既
存
の
河
畔
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
維
持
管
理
費
と
新
設
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
維
持
管
理
費

の
見
込
額
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

③
滑
走
路
を
含
む
、
航
空
公
園

建
設
時
の
総
事
業
費
は
い
く
ら

だ
っ
た
の
か
。

④
既
存
コ
ー
ス
︵
し
ら
か
ば
コ

ー
ス
︶
の
充
実
整
備
に
よ
り
、

早
い
時
期
で
の
整
備
と
利
用
の

混
雑
の
解
消
を
図
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

　
　
①
計
画
し
て
い
る
新
設
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
ま
で
の
距
離
は
、
大
正
橋
か

ら
、
約
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
と

移
動
距
離
が
長
く
な
る
が
、
移

動
可
能
な
距
離
と
考
え
て
い
る
。

②
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
費

及
び
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、

昨
年
実
施
し
て
い
る
﹁
河
畔
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
基
本
計
画

作
成
委
託
﹂
の
中
で
、
新
設
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
72
ホ
ー
ル
の
造

成
の
概
算
事
業
費
が
、
約
３
億

６
０
０
０
万
円
と
試
算
さ
れ
て

お
り
、
今
後
計
画
し
て
い
る
実

施
計
画
に
お
い
て
詳
細
な
事
業

費
が
算
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
既

存
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
維
持
管

理
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
の
予
算
額
で
、
合
計
１
０
４

９
４
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
新

設
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
維
持
管

理
費
見
込
額
に
つ
い
て
は
、
１

１
５
０
０
千
円
の
見
込
額
と
な

っ
て
お
り
、
今
後
詳
細
を
詰
め

て
い
き
た
い
。

③
滑
走
路
を
含
む
、
航
空
公
園

の
事
業
費
は
、
平
成
３
年
度
か

ら
平
成
６
年
度
ま
で
は
、
町
の

単
独
事
業
と
し
て
、
管
理
研
修

室
、
機
材
倉
庫
、
Ｄ
型
倉
庫
、

格
納
庫
の
設
置
や
航
空
機
展
示

場
の
整
地
な
ど
の
整
備
を
３
３

７
０
５
千
円
の
事
業
費
で
実
施

し
、
平
成
７
年
度
か
ら
平
成
９

年
度
ま
で
の
間
に
国
の
補
助
事

業
や
起
債
事
業
を
活
用
し
て
滑

走
路
舗
装
や
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ

ー
ト
コ
ー
ス
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、

ト
イ
レ
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

遊
具
、
広
場
な
ど
の
整
備
を
１

億
９
６
３
３
１
千
円
の
事
業
費

で
実
施
し
た
。
こ
の
間
の
総
事

業
費
は
２
億
３
０
０
３
６
千
円

で
あ
り
、
う
ち
補
助
金
は
６
５

０
０
０
千
円
、
地
方
債
は
１
億

１
３
８
２
９
千
円
と
な
っ
て
い

る
。

④
今
回
、
整
備
を
計
画
し
て
い

る
新
設
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ

い
て
は
、
台
風
等
の
大
雨
に
よ

る
コ
ー
ス
へ
の
浸
水
被
害
や
ア

ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
大
正
橋
の

出
入
り
に
際
し
た
交
通
事
故
の

危
険
性
な
ど
を
考
慮
し
て
、
新

た
に
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、

既
存
コ
ー
ス
を
含
め
た
整
備
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
新
設
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整

備
の
事
業
費
が
縮
小
さ
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　
実
施
設
計
の
中
で
、
大
枠

の
概
算
事
業
費
３
億
６
０
０
０

万
円
と
算
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
超
え
な
い
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

　
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
、
働
く
女
性
が
妊
娠
・
出

産
を
き
っ
か
け
に
職
場
で
の
精

神
的
・
肉
体
的
な
嫌
が
ら
せ
を

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
既
存
︵
し
ら
か
ば
︶
コ
ー
ス
の
充
実
整
備
の
考
え
は

マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

町
で
取
り
組
む
考
え
は

岡
本

　
美
代
子
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
は
、
災
害
で
の
浸
水
被
害
や
交
通
事
故
防
止
を

考
慮
し
て
お
り
既
存
コ
ー
ス
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い

受
け
、
解
雇
や
雇
い
止
め
、
自

主
退
職
を
強
要
さ
れ
る
な
ど
の

不
当
な
扱
い
を
う
け
る
こ
と
で

あ
る
が
、
働
く
女
性
が
安
心
し

て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
た
め
に
も
、
町
内
挙

げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
﹁
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休

業
﹂
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取

扱
い
、
い
わ
ゆ
る
﹁
マ
タ
ハ
ラ
﹂

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
に
関
す
る
社
内
規

定
や
制
度
を
整
備
し
、
社
員
へ

の
周
知
や
啓
発
を
行
い
、
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
周
囲
の
理
解
や
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
北
海
道
労
働
局
、
商

工
会
議
所
な
ど
の
関
係
団
体
と

連
携
し
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児

を
し
な
が
ら
働
く
女
性
労
働
者

の
就
業
支
援
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。
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河畔公園パークゴルフ場
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平成27年度第１回議会報告会を開催しました

No.217

議  会  報  告  会

　８月 11日（火）、平成 27年度第１回目の開催となる、自治基本条例に基づく「議会報告会」

を昼の部はしゃきっとプラザ、夜の部はマナビティーセンターで開催しました。参加者は昼の

部・夜の部を合わせて 32名が参加されました。

　大原昇議長より、本会議の開催状況など議会活動全般について、大江道男議員からは、議会

政策提言に関する内容・経過について報告しました。

　美幌町自治基本条例に基づき、議会活動の情報を積極的にお知らせするとともに、町民との

情報共有と連携を高め、広く町民の意見をお聴きして議会活動に反映するために年１回以上開

催します。

　本年度につきましては、報告会を２回と意見交換会を分けて開催します。

　第２回目の報告会については、平成 28年２月に開催する予定です。

（詳細が決まり次第、町ホームページ・広報等でご案内します。）

　美幌町自治基本条例に基づく、政策提言の拡大を図るための意見交換会については、

平成27年10月26日（月）午後６時から 開催する予定です。

　（会場は、しゃきっとプラザ集団健診ホール（役場となり）を予定しています。）
　町民の皆様からの貴重な生の声をお聞かせください。
　（詳細が決まり次第、町ホームページ・広報等でご案内します。）

　町政運営に反映できるよう、運営方法、周知の方法など引き続き検討しながら、議会報告会・意見交
換会を開催したいと考えております。

・パークゴルフ場整備及び町民会館改築の予算修正について
・議員報酬及び特別職給与改定条例の否決について
・正副議長の選挙（所信表明）について
・町民会館改築の補正予算の可決について
・特別職の給与減額について

○議会活動全般についての主な報告内容

・子育て支援の取り組みについて
・地域包括ケアの取組強化について

○議会政策提言についての主な報告内容

『意見交換会』の開催について

議会報告会とは
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▼
畑
の
作
物
も
順
調
に
生
育
し
、

稔
り
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

▼
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
台
風

が
発
生
し
や
す
く
な
り
、
日
本

そ
し
て
美
幌
町
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

▼
近
年
、
全
国
各
地
で
頻
繁
に

発
生
し
て
い
る
集
中
豪
雨
や
土

砂
崩
れ
、
地
震
や
火
山
噴
火
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
６
月
の
定
例
会
で
は
、
待
ち

望
ま
れ
て
い
た
町
民
会
館
の
改

築
の
実
施
設
計
が
認
め
ら
れ
、

平
成
30
年
の
オ
ー
プ
ン
が
楽
し

み
で
す
。

▼
も
う
少
し
で
、
多
く
の
町
民

で
賑
わ
う
﹁
美
幌
ふ
る
さ
と
祭

り
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
９
月
の
定
例
会
は
15
日
頃
に

開
会
の
予
定
で
す
。
本
会
議
で

の
審
議
を
ぜ
ひ
傍
聴
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

�

　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
早
瀨
　
仁
志

委
　
員
　
坂
田
美
栄
子

　
　
　
委
　
員
　
中
嶋
す
み
江

　
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
７
月
７
日
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、

本
町
議
会
か
ら
も
14
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
中
央
大
学
名
誉
教
授
の
今
村
都
南
雄
氏
か
ら
﹃
地
方
議
会
を
取
り
巻
く

最
近
の
動
向
﹄
ま
た
、
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
川
村
晃
司
氏
か

ら
は
﹃
こ
れ
か
ら
の
政
局
・
政
治
動
向
﹄
と
題
し
た
講
演
を
受
け
、
今
後

の
議
会
改
革
の
課
題
点
や
地
方
議
会
を
中
心
と
し
た
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
﹂
政
策
な
ど
、
町
村
議
会
の
役
割
を
再
認
識
し
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

議会ホームページも
ご覧ください

　議会の様子を速やかにお伝えするための「本

会議開会中のライブ中継」や常任委員会の開催

日などもお知らせしています。町議会を町民の

皆様にもっと良く知っていただき、少しでも身

近に感じていただくためにも皆様のアクセスを

お待ちしております。

　定例会は年４回（３月・６月・９月・12月）開

かれ、臨時会は必要に応じて随時開かれます。議

場入口にある受付表に住所及び氏名を記入いただ

ければ、どなたでも議会を傍聴できます。小さな

お子様でも入場できますので、どうぞお気軽にお

いでください。

日程が正式に決まり次第、町のホームペ
ージなどでお知らせします。

●美幌町ホームページ

(http://www.town.bihoro.hokkaido.jp)から

「美幌町議会」をクリックしてください。

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

９月定例会は９月15日（火）
頃から開かれる予定です。

〜  

閉  

会  

中  

の  

活  

動  

〜

〜  

閉  

会  

中  

の  

活  

動  

〜

あ 

と 

が 

き

（18）

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
に
出
席

　
町
村
議
会
新
任
議
員
研
修
会
が
７
月
23
日
、
帯
広
市
で
開
催
さ
れ
、
本

町
議
会
か
ら
も
新
任
議
員
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
長
の
村
川
寛
海
氏
か
ら
、
議
員
活
動

に
お
け
る
基
本
使
命
や
会
議
原
則
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

町
村
議
会
新
任
議
員
研
修
会
に
出
席

〜議会を取り巻く最近の動向を学ぶ〜
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